
交交通通シシミミュュレレーーシショョンン講講演演会会ののごご案案内内 

 

 
 
 

～～交交通通シシミミュュレレーーシショョンン適適用用ののススススメメ～～  

  
交通シミュレーションは、道路混雑のメカニズムの解明及び対策の効果検証等において精緻な交通現象を記述し予測する

ための専門家のツールとしてだけでなく、市民等の非専門家にも理解しやすいアニメーションによる表現を武器に合意形成

のツールとしても活用が広がりつつあります。ただ、現時点では利用が一部に限られているため、その有効性の検証やモデ

ルの最適化等のための事例も不足しているのが現状です。 

そこで、（社）交通工学研究会では、交通シミュレーションの一層の普及を目指し、実務への適用マニュアル「交通シミュ

レーション適用のススメ」の出版やその解説と最新事例の紹介のための交通工学講習会（東京、大阪）の開催などに取り組

んでいます。 

本講演会は、交通シミュレーションの送り手（開発者）から一方的にメッセージを伝える段階から、受け手（ユーザー）

との双方向のコミュニケーションを通じて技術開発を進める成熟期への移行を企図し、講師やパネラーにもユーザーである

官公庁や公益事業者の方を中心にお願いし、交通シミュレーションに対する期待と注文をお聞かせいただこうと考えました。 
 

 
JR京都駅ビル駐車場西側 

京都中央郵便局西側 

◇日時 ：平成 16 年 12 月 9 日（木） 13:00～17:00 

◇会場 ：キャンパスプラザ京都 ５階  第 1 講義室  

 （デモ会場兼控室 ５階  第 1 演習室） 

  http:/ /www.consortium.or.jp/index.html 
 京都市下京区西洞院通塩小路下ル 

◇主催 ：社団法人 交通工学研究会 

◇後援 ：国土交通省、警察庁、日本道路公団 

◇協賛 ：株式会社 地域未来研究所 

◇会費 ：無料  

◇定員 ：200 名  

◇プログラム：プログラムの内容については、一部変更になることもありますのでご了承下さ い。 

       なお､本セミナーでは特にテキストを用いませんが､以下の書籍をお持ちになれば､より理解を深めることができます｡ 

       書名：「交通シミュレーション適用のススメ」  平成 16年 7月発行  定価 3,150 円 会員価格  2,625 円 

（※当日、会場でも会員価格にて販売します。） 

 
13：00～開会挨拶 京都大学 大学院工学研究科 助教授 宇野 伸宏 

13：10～基調講演 1.社会資本整備の課題と交通シミュレーションに対する期待（仮題） 

国土交通省 道路局企画課道路経済調査室 課長補佐  沓掛 敏夫  

2.警察における交通シミュレーションの現状と展望 

警察庁 交通局交通規制課 課長補佐  山本 栄幹  

3.動的解析のススメ 

東京大学 国際・産学協同研究センター 教授 桑原 雅夫 

14：40～コーヒーブレーク（併設するデモ会場にも是非お立ち寄りください） 

15：00～パネルディスカッション｢交通シミュレーションに対する期待と注文｣（仮題） 

コーディネーター 流通科学大学 情報学部 教授 森津 秀夫 

パ ネ ラー 国土交通省 近畿地方整備局道路計画１課 課長 池口 正晃 

 兵庫県 阪神北県民局県土整備部課長補佐 本田  豊 

 中之島高速鉄道株式会社 計画部 部長 久ノ坪 宏司 

 流通科学大学 情報学部 助教授 三谷 哲雄 

16：50～閉会挨拶 京都大学 大学院工学研究科 助教授 吉井 稔雄 

17：00閉会 
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◇申 し 込 み：氏名、所属、連絡先を明記の上、電子メール又はＦＡＸにて下記宛お申し込み下さい。 
電子メール  sim-kyoto@jste.or.jp  
ファックス （社）交通工学研究会 小松宛（03-3501-7762） 

◇お問い合わせ：（社）交通工学研究会 交通シミュレーショングループ京都ブロック事務局 
株式会社 交通まちづくり技術研究所（担当 飯田） 
〒651-0086 神戸市中央区磯上通５-１-２４ 三光ビル603 
電子メール sim-kyoto@jste.or.jp  電話  078-261-9561 

※同じフロアに併設するデモ会場に、１社当たり長机 1 脚分のスペースを準備する予定です。このスペース
を利用して、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの実演を希望される方も、上記にお申し込み、お問い合わせください。 
講習会は、土木学会CPDプログラムとして認定されています。 

継続教育記録簿」（ログブック）をお持ちください。当会にて、受講（参加）の証明スタンプを押印します。 


